























                                                     











日野資純 (1952) の方言区画では座間市と同じ高座・戸塚方言に属する。著者の母は 26 歳のときに座間市座間
出身の著者の父のところに嫁いで以来、外住経歴はない。本稿をまとめるにあたっては、座間市在住の男女 4
名に調査協力を依頼し、本稿で用いた例文が適格であることを確認した。 







































                                                     
5 「認識のモダリティ (epistemic modality)」とは、「事態に対する話し手の認識的なとらえ方を表すもの」「情報
伝達文の構成にあたって、その文によって示される事柄や情報に対する話し手のさまざまな認識的態度を表し



































                                                     































































(6) （おむつは一日に）下手すると最低だって 5, 6回はかえるようでしょ。 




ところで、松田勇一、高丸圭一 (2008)、松田勇一、高丸圭一 (2009) は、「栃木方言」7  を研究し、
動詞に接続する「よう」を、「当為表現」であるとし（松田勇一、高丸圭一  2008: 19）、「なければ
ならない」「なければいけない」という意味を表す、としている。また、「ええ、もう一度、書類、
作るようですね」という文について考察し、「作らなきゃならないですね」よりも「柔らかく、婉曲













                                                     










































































1  岩手県気仙地方の方言（ケセン語）における必要を表す名詞「よう」 
 岩手県気仙地方の方言は、山浦玄嗣氏 (1986),  (2000),  (2008) において詳細に記述されている。ケセ
ン語の、必要を表す「よう」には、動詞接続用法と、自立名詞用法とがある（山浦玄嗣氏、私信）。 
 
1.1  「よう」の動詞接続用法 
山浦玄嗣 (2000: 1000) はケセン語の yŏ （よう）が動詞に接続する用法（動詞接続用法と呼ぶことに
する）を次のように説明している： 
動用詞の連体形に下接して、その動用詞の表現する行為が主体にとって必要なものであることを表す













以下に山浦玄嗣 (2000: 1000) から例文を引用する： 
Tenkiyohô de a kōsıikagúridı a 60-pāsěnto dar dī gara, kasâ mod' té igu yō dar. 天気予報では降水確率が 60%だと
いうから、傘を持っていく必要がある。 
Yono hitó de a hanası á tīzır-nga' ar' bé gara, ore a igu yŏ dar nâ. ほかの人では話が通じなかろうから、わたし
が行く必要があるな。 
Anbai a warig'i. Kusírī nomú yō dar. 具合が悪い。薬を飲まなければならない。 
Gaïkogu no ogyakusan g̃a kurú n' de a, ēg̃ō benkyō sıru yŏ dar. 外国のお客さんが来るのでは、英語を勉強し
なければならない。 
Warasıădo a asıtá a ensogu dar dĭ gara, kore gara musıbī kosır äiru yŏ dar. 子供らが明日は遠足だというから、
これから握り飯を作らなければならない。 

















































また、佐藤雪雄 (1992) には次のようにある： 
「ヨダ」必要だ。要る。ほしい。「こんなはヨダ」（これは必要だ）。 
 











3   福島県東白川郡塙町における必要を表す名詞「よう」 




































                                                     






5   埼玉県久喜市の方言における必要を表す自立名詞「よう」 




6  秋田県の方言における必要を現す自立名詞「よう」 
秋田県教育委員会（編） (2000: 604)  に秋田県の方言として、以下の記述がある。 
よーんだ よんだ・よんだ｛北・山・南・河・由・仙・平・雄｝入り用である。「用だ」。
必要、入用なことをいう。【用例】にぐ よーんだて  かって こえでぁ。（肉がいるから、
買って来いよ。）〈飯田川町〉【全国分布】「よー」岩手、島根県隠岐島、「よ」山形 
 地域は県内を９つに分類して表記している（鹿：鹿角市・鹿角郡; 北：大館市・北秋田郡; 山：能
代市・山本郡; 南：男鹿市・南秋田郡; 河：秋田市・河辺郡; 由：本荘市・由利郡; 仙：大曲市・仙
北郡; 平：横手市・平鹿郡; 雄：湯沢市・雄勝郡） 
地域名に下線を付してゴシック体で｛ ｝内に示されているものは、「今も使う」「昔は
使った」と回答した人が１人でもいた語である。  
7  新潟県下越地方の方言における必要の「よう」 
大橋勝男 (2003: 257) に次の記述がある：ヨンダ（形動）必要だ。要る。〔例〕「それ俺ヨンダ。」
<下>=下越地方 
 
8  福島県南相馬市の方言における、必要を現す名詞「よう」 









ほれぐれえの仕事さ、大人 3人もヨーダガ?（それくらいの仕事に大人 3人も要るか?） 
                                                     
13 嶋均三 (2000) は栃木県北部の俚言集だ。そこに「ようだ」という項目があり、次の例が出ている（嶋均三 




ほれぐれえの仕事なら、大人 3人もイラネ。（それくらいの仕事なら、大人 3人も要らない。） 
 
















10  島根県隠岐島の方言における、必要を表す名詞「よう」 
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